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 11月 22日（木）G10ボストン・ニューヨーク海外研修 成果報告会 

11 月 22 日（木）、本校大会議室にて、G10 ボストン・ニューヨーク海外研修第 4 期派遣生徒による

成果報告会が行われました。会場はたくさんの来賓の方々、本校生徒たちによって熱気が満ちていまし

た。 

まずは、武内校長先生から英語による挨拶をいただきました。今回の研修によって参加生徒がとても貴

重な経験を得られたこと、そしてその経験をこれからの進路へと繋げて行ってほしいとのお言葉をいた

だきました。校長先生は、第１回の G10 派遣からずっと引率をされているので、この研修が確実に充実

してきていることを感じられているのかもしれません。この報告会はすべて英語で行われました。 

英語科の中村先生からは、G10 校としての取組、例えばニュージーランドや韓国の姉妹校との交流、

オンライン英会話、ケンブリッジ英検、ディベート・セミナーなどについて、日比谷生が日々積極的に

活動していることが話されました。そして、成果報告会のメインでもある、各グループの提言プレゼン

テーションです。これは実際にニューヨークのアスペン研究所で行われたものです。各グループのタイ

トルは次のとおりです。 

Group A  Solution to food insecurity in Ethiopia 

Group B  How to solve malnutrition of obese people caused by poverty in Malaysia 

Group A は、エチオピアの食料問題についての提言を発表しました。エチオピアの農業において、そ

の地理的に厳しい環境、小規模農家が大部分を占めている農業の現状などの分析から、食品ロスを抑制

するための貯蔵袋の開発やその開発を具現化するための手立てについて論じられました。開発をどのよ

うに具現化していくかについて、具体的に論じられました。クラウド・ファウンディングを活用したり、

研究者のインセンティブを上げるために、報奨金の創設や研究費の助成なども提案されました。 

Group B は、マレーシアの肥満問題の改善に向けての提言を発表しました。マレーシアが肥満問題を抱

えていることを意外に思う人もいるかもしれませんが、Group B のデータは明らかにそれを示していま

した。この問題の改善に向けて、日本の「給食」のようなランチ・システムの導入が提言されました。

「給食」は理想的なシステムとして世界に注目されています。また、休日に地域の人々にもそのランチ

を体験してもらい、食についての情報や知識を伝え、言わば食育のようなことを行なっていくといった

ことについても提案されました。 

来賓の方々からも貴重なお言葉をいただきました。本校の卒業生であり、日本アスペン研究所理事長、

そして株式会社三井住友銀行特別顧問である北山禎介氏よりコメントをいただきました。大変多忙な同

氏に会にご参加いただき、コメントをいただけたことは、大変貴重であり光栄なことです。北山氏は如

蘭会の副会長でもいらっしゃいます。 

同氏からは、「自分の在校時には、このように世界に飛び出していく機会はほとんどなかった」とい

うお話から、こういったプログラムに参加し、さまざまな経験を積むことは素晴らしいことであるとの

お話をいただいた。そして常に未来を見つめて、今の在り方を考えていくことが大事である、とのお話

もいただきました。さらに、中央教育審議会（中教審）の会長でもいらっしゃる北山氏から、「私たち

は今、2040 年の教育を見据えていますが、なぜ 2040 年と思われますか?」との問いかけをされました。

会場は一瞬静けさに包まれましたが、北山氏から「それは今年生まれた子供たちが大学を卒業する年で

あるからです」というお話をいただいた時は嘆息がもれました。発想の外にある、先の先を見つめてい

らっしゃる北山氏のお話に会場全体が感動しました。 

他にも経済産業省 商務・サービスグループ サービス政策課の工藤さやか様より、そして東京都教

育庁指導部の五十嵐浩子主任指導主事からもコメントをいただき、高い評価をいただきました。 

今回の成果報告会をとおして、成果を校内で共有し、さらにこの活動がより良いものとなっていくこ

とにつながっていくことを確信できる会となりました。  
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 平成３０年度 韓国姉妹校交流「ミチュホル外国語高等学校」海外派遣説明会【再掲】 

来年３月３０日～４月２日に、第２回目の海外派遣が実施されます。本校よりミチュホル外国語高等学

校に 10 名の生徒を派遣し、現地でホームステイをしながら学びます。下記のとおり、韓国姉妹校交流

における海外派遣の説明会を実施いたします。本交流に参加希望または関心のある生徒及び保護者の皆

様には御出席いただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

１ 日時  平成 30 年 12 月 8日(土) 午前 10時 00 分～午前 11時 00 分  

２ 場所  本校 会議室(２階) 

３ 対象  韓国姉妹校交流における海外派遣に参加を希望される生徒及び保護者 

４ 内容  ・姉妹校交流の趣旨、事前研修、実施行程及び内容等 

      ・参加生徒の選考方法及び参加費用について 

      ・今後の予定 

５ 備考  ・10 月に韓国姉妹校生徒のホームステイ先としてお申し出をいただいた御家庭の生徒を優

先的に派遣いたします。 
 

 12月１５日（土） ２学年 ケンブリッジ英検校内受検について 

すでにプリントでお知らせしていますが、12 月 15 日土曜日に、２年生がケンブリッジ英検を校内受
検します。レベルは FCE です。昨年の PET でも目覚ましい成果を得ましたので、今回も高い目標をも
って臨んでください。YouTube などで面接試験の様子をチェックしたり、過去問をサイトで見ておいた
りなど事前の準備も効果的です。11 月 28 日には事前の注意事項を渡しました。12 月 6 日には事前の注
意を、12 月 12 日には受検票を配布します。時程については、前回示したものと若干変更があるので確認し
ておくこと。 

日時 

平成３０年１２月１５日（土） ０８：２５～１７：０６ （０８：０５集合 時間厳守） 
 

時程 

08:05  集合 

08:25～08:35 （10 分） 全体に関する諸注意 

08:35～09:50 （1 時間 15 分） Reading and Use of English 

09:50～10:00 （10 分） - Break - 

10:00～10:10 （10 分） Writing 試験に関する諸説明 

10:10～11:30 （1 時間 20 分） Writing 

11:30～11:40 （10 分） - Break - 

11:40～11:50 （10 分） Listening 試験に関する諸説明 

11:50～12:30 （40 分） Listening 

12:30～12:40 （10 分） CIS（アンケート）記入 

12:40～13:20 （40 分） － お昼休憩 －（控室へ移動）  

13:20～13:35 （15 分） Speaking 試験に関する諸説明 

13:40～    Speaking（一組約 16 分間） 
 


